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催
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一
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催
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一
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猟
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一
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一
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分
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野
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大
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績
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（
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岡
）
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途
中
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部
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ち
ゃ
ん
大
会
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予
選
会
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入
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改
正
軍
人
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説
明
会

改
正
戦
傷
病
者
、
戦
没
者
遮
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等
愛

護
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説
明
会

秋
分
の
日
　
（
彼
岸
の
中
日
）

速
鑓
中
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校
運
動
会

彼
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明
け

両
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学
校
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読
会
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彊
対
抗
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福
一
〉
扶
大
会
　
（
広
法
）



恩
給
受
給
者
の
み
な
さ
ん
へ

国
民
金
融
公
麻
を
こ
存
じ
で
す
か
。
公
厭
は
中
小
企
業
へ
の
小
口
薯
業
資
金

の
貸
付
は
も
と
よ
り
、
恩
給
を
担
保
に
貸
付
す
る
こ
と
を
法
律
で
認
め
ら
れ
て

い
る
全
国
で
唯
一
の
政
府
金
轍
機
関
で
す
。

担
保
に
出
来
る
恩
給
は
、
軍
人
”
文
官
等
の
普
通
恩
給
と
そ
の
扶
助
料
“
遺

族
年
金
・
国
鉄
等
の
共
済
組
合
年
金
及
び
標
高
な
ど
地
方
公
共
団
体
か
ら
絡
さ

れ
る
年
金
額
で
す
し

小
口
の
轟
発
海
金
貸
付
を
は
じ
め
住
宅
資
金
・
逐
婚
・
葬
祭
識
及
び
負
債
返

済
遊
金
等
の
消
飽
資
金
ま
で
広
く
貸
付
を
行
っ
て
い
づ
こ
ず
。
特
に
高
利
の
借
入

金
に
囲
う
て
い
る
方
に
は
護
確
約
に
貸
付
を
行
い
ま
す
の
で
こ
相
談
下
さ
い
。

利
率
は
月
五
座
で
、
例
え
ば
十
龍
田
の
貸
付
金
で
月
五
百
円
と
い
う
低
い
利

息
で
お
貸
し
し
て
お
り
ま
す
。

蛮
付
の
限
隆
は
年
受
給
額
の
二
ヶ
年
半
以
内
で
撃
空
手
薗
円
ま
で
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

申
込
と
同
時
に
簡
単
鬼
頭
接
が
あ
り
、
一
週
間
以
内
に
は
貸
付
が
受
け
ら
れ

ま
す
。
但
し
緊
急
を
妥
す
る
も
の
は
そ
の
旨
お
申
し
出
が
あ
れ
ば
一
l
盲
で

貸
付
も
出
来
ま
す
。

保
証
人
は
原
則
と
し
て
一
名
で
、
家
族
内
に
適
当
な
方
が
め
れ
ば
そ
の
方
で

も
結
構
で
す
。

詳
細
は
小
倉
市
田
聖
一
美
四
（
大
門
瑠
偉
よ
り
玉
屋
誇
り
∴
毘
話
㊤
二
〇
六
）

国
民
金
融
公
陣
小
倉
支
所
ま
で
ビ
照
会
下
さ
い
。

な
お
、
申
込
関
係
審
類
は
市
町
村
役
場
に
も
備
付
て
・
め
り
∴
：
す
が
、
宙
接
支

所
苑
想
話
に
て
お
知
ら
せ
下
さ
れ
ば
す
ぐ
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

軍
人
恩
給
（
扶
助
料
）
の
大
巾
改
正
に
よ
る

説
明
会
開
催
に
つ
い
て

今
回
恩
給
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
左
記
々
戦
に
よ
る
戦
地
加
算
、
職
務
加
算

事
変
地
加
算
等
が
復
活
し
ま
し
た
。

今
ま
で
暫
涌
恩
給
“
の
受
給
権
が
な
か
っ
た
人
で
も
左
記
親
祭
年
数
と
実
徒
年

●

　

　

　

D
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柳∴柴　白　古　添　今　石　林　筋　佐　石

井　田　石　見　田　井　田　　田　藤　田

昇　正　徳　　正　幸　　静　集　光　鉄

郎夫　発　進　二　水光　夫　天　寿　蔵

小　村　竹　芳　秦佐　永　瓜副　岩　村

田　田　森　貨i∴∴安　野　生　田　井　田

義　藤　国　初∴講

花　加　蜂　伯　楽　池　石　高　古　太　松

田藤　　野　出　田　松i鴨　場　田　本

辰　武　繁　寿　　邦　　謙　文　秀　邦

恵

男　行　敏i弘　勇　男　保　三　生　天　暦

数
の
和
が
退
職
当
時
、

下
士
官
、
兵
の
場
合
　
十
二
年
以
上

準
士
官
以
上
　
〝
　
　
十
三
年
以
上

の
年
限
に
達
す
る
と
普
通
恩
給
の
受
給
権
が
発
生
し
ま
す
の
で
左
記
蔀
項
留
意

の
上
、
自
分
（
死
亡
者
）
　
が
受
給
該
当
者
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
方
は
説
明
会
に

出
席
し
て
下
さ
い
。

コ∪

期
　
　
日
　
九
月
二
十
日
　
（
水
）
　
午
后
一
時

場
　
　
所
　
村
公
民
館
別
館
広
間

加
算
年
数

戦
地
戦
務
　
（
甲
）
　
加
算
∴
在
任
期
間
の
三
倍

職
務
　
（
乙
）
　
加
算

蔀
変
地
、
圏
墳
蕊
備

擾
乱
地
加
算

外
　
国
　
鎮
　
圧

二
倍

二
億

一
、
五
倍

一
、
五
－
二
倍

煉
援
護
課
か
ら
新
た
に
普
通
恩
給
受
給
権
が
発
生
し
た
者
の
名
簿
を
送
付
し

て
き
ま
し
た
の
で
御
参
照
下
さ
い
。

尚
こ
の
名
簿
は
本
籍
を

〇
一
日
∴
0
　
0
　
0
　
0
　
0
　
0
　
0
　
⊃

県
の
援
護
課
で
は
こ
の
名

各
組
か
如
放
れ
か
茄
演
沸
鉦

C

 

u

 

O

 

O

て
下
さ
い
。

該
　
　
当
　
　
者

叢修輝夫夫正人悟薪

九
十
九

茂

　

夫



川　原　舛　白　諦i松∵魚　大　畑　白

幡，田∴添　石∴鴨　井　住　揚　珪　石

万　　福∴又　寅　　太　初　春
之

猪　勤　労　実　姉　雄　隆　郎　生　彦

加　薬　神　秦i篠∴徳　脇　粟　小　柘

腰　　谷　　田　王　　原　田　田

忠　魂　　　　正　　勝i丈

勇　次　視溜　勝　連　功英　俊∴弘

田

　

中

－

一

　

志

舞
∴
添
∴
金
∴
瑳

篠

　

原

　

茂

　

已

柴

　

田

　

正

　

巳

柴
　
田
　
芳
太
郎

一
勝
∴
閲
∴
春
　
雄

石

　

松

　

英

　

馬

碧
∴
晴
　
　
　
信

井
　
本
∴
武
　
之

（
以
上
六
二
名
）

戦
傷
病
者
戦
没
者
適
族
等
援
護
法
の
日
用
日
出
旧

茜

轡

」

当

i

同

今
回
遺
族
擾
説
法
の
一
離
散
正
作
よ
り
左
記
該
当
者
に
対
し
て
新
た
は
遺
族

年
金
の
受
給
緑
が
発
生
し
ま
し
た
の
で
左
記
留
息
の
上
年
金
受
給
該
当
者
と
思

わ
れ
る
方
は
説
明
会
に
出
席
し
て
下
さ
い
。

一
　
期
∴
．
∴
∴
臼
　
　
九
月
二
十
日
牛
盾
一
博

一
　
坊
i
∴
∴
∴
新
　
　
村
公
民
館
別
館
広
間

一
　
改
正
の
要
点

⑪
∴
職
軽
重
の
徴
用
若
で
あ
っ
て
内
地
　
（
罫
変
地
、
外
地
）
　
勤
務
の
有
給
軍

属
を
準
軍
属
と
し
て
、
そ
の
雷
が
戦
時
災
害
促
∵
よ
る
公
務
上
の
傷
病
は
よ

り
不
具
着
と
な
り
又
は
死
亡
し
た
勘
合
は
傷
病
年
金
又
は
遺
族
給
与
金
を

支
給
す
る
。

②
　
旧
民
法
当
時
入
夫
婚
姻
は
よ
る
夫
が
戦
　
（
病
）
　
死
し
た
場
合
妻
の
父
権

が
遺
族
年
金
の
受
給
範
囲
は
加
わ
っ
た
こ
と
。

③
　
障
害
年
金
等
が
増
給
さ
れ
た
こ
と
。

④
　
準
軍
人
　
（
学
生
、
生
徒
）
　
の
身
分
保
有
期
間
を
在
職
期
間
に
認
め
ら
れ

た
の
で
学
生
、
生
徒
で
公
務
ほ
よ
り
、
職
又
は
病
死
し
た
著
の
遺
族
に
年

金
が
支
給
さ
れ
る
。



狩
猟
法
の
施
行
規
則
が
変
わ
り
ま
し
た

こ
と
し
の
五
月
二
十
七
日
に
缶
錬
法
の
施
行
規
則
が
一
部
改
正
さ
れ
、
六
月

臼
か
ら
実
彊
さ
れ
る
こ
と
に
疑
り
（
よ
し
た
。

供
用
銃
器
の
口
径
制
限
拡
大

今
ま
で
口
径
六
番
以
上
の
鏡
は
使
用
で
ー
三
・
喜
ん
で
し
た
が
、
今
後
は
八

番

と

十

善

の

鏡

も

禁

止

・

さ

れ

言

霊

す

。

つ

ま

・

。

口

径

十

九

、

六

ミ

リ

以

上

の

鏡

は

健

用

で

き

ず

、

口

径

十

八

、

五

ミ

リ

の

十

二

番

以

下
の
銃
し
か
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
∴
い
ぶ
三
宅
で
の
口
径
の
大
富
く
、

し
か
も
別
種
魔
駿
の
長
い
十
番
以
上
の
銃
で
カ
モ
な
ど
が
濫
獲
さ
れ
て
い
た

の
で
、
鳥
類
謀
議
の
立
場
か
ら
使
眉
銃
器
の
口
径
を
制
限
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
防
止
し
ょ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

㈲
　
有
害
鳥
獣
施
除
の
許
可
羅
眼
を
知
事
に

狩
猟
解
禁
前
に
銃
器
に
よ
っ
て
カ
ラ
ス
　
（
ヮ
タ
リ
ガ
ー
ブ
ス
を
除
く
）
・
ス

ズ

メ

，

ニ

ユ

ウ

ナ

イ

ス

ス

メ

・

ノ

ウ

サ

ギ

な

ど

を

駆

除

す

る

場

合

、

今

ま

で

は
豊
林
大
庭
が
許
可
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
擬
隈
が
知
事
に
委
譲
さ
れ
、

知
事
が
認
可
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
∪
　
な
お
、
国
有
地
の
場
合
は
、
今
去
ひ

て
ど
お
り
農
林
大
臣
の
権
限
と
な
っ
て
い
ま
す
。

㈲
‥
∴
タ
ヌ
キ
な
ど
も
適
法
蒲
獲
証
明
が
必
要

毛
皮
や
毛
皮
雑
品
を
前
出
す
る
と
き
は
、
狩
猟
法
に
違
反
し
な
い
と
い
う

適

法

捕

獲

証

明

が

必

要

で

、

今

ま

で

イ

タ

チ

“

テ

ン

・

カ

モ

シ

カ

が

そ

の

対

象

と

な

っ

て

い

ま

し

た

が

、

こ

ん

と

タ

ヌ

キ

・

リ

ス

・

ム

サ

サ

ビ

が

追

加

さ

れ

ま

し

た

。

こ

れ

は

さ

い

き

ん

に

∴

な

っ

て

タ

ヌ

キ

や

リ

ス

な

ど

の

輸

出

が

急

敬

に

ふ

え

、

違

法

に

捕

獲

さ

れ

て

い

る

も

の

も

か

な

り

あ

る

の

で

、

こ

の

よ

う
な
遼
法
論
狸
を
防
止
す
る
た
め
に
行
を
わ
れ
た
わ
け
で
す
。

ま
た
、
こ
の
証
明
書
の
申
請
先
は
、
萱
務
の
簡
素
化
を
は
∵
か
る
た
め
、
従

来
の
愚
林
大
臣
か
ら
枝
番
∵
9
の
翰
出
品
検
査
所
あ
て
に
変
り
ま
し
た
。

（
林
務
蔀
治
山
諌
）

＝

放

胆

の

購

入

上

の

注

意

＝

＝

肥
料
を
上
手
に
詳
入
す
る
に
は
競
入
し
辛
∵
う
と
、
す
る
龍
料
が
気
象
、
土
地
等

の
自
然
的
条
件
や
、
偉
物
の
一
粒
頴
、
品
種
、
作
付
体
系
簿
の
栽
培
案
件
に
適
し

，キ



容
易
に
入
手
で
き
る
も
の
で
、
し
か
も
安
い
も
の
を
選
ぶ
こ
と
で
す
。

そ
こ
で
、
秋
腔
の
供
給
・
菰
惰
で
す
が
、
い
ず
れ
の
肥
料
も
生
産
欝
人
と
も
に
傾

調
に
進
ん
で
お
り
、
現
在
の
と
こ
ろ
不
足
す
る
と
思
わ
れ
る
肥
料
は
、
何
一
つ

見
当
り
ま
せ
ん
○
む
し
ろ
と
の
肥
料
も
過
剰
ざ
み
で
す
か
ー
ら
、
熊
人
に
際
し
て

は
、
充
分
検
討
し
た
う
え
で
、
適
当
な
肥
料
を
選
ん
で
買
う
よ
う
に
し
ま
し
よ

な
．
恥
で
も
配
合
化
成
は
、
過
剰
ぎ
み
て
、
業
者
は
販
売
に
や
つ
を
と
な
り
、

あ
ら
ゆ
る
方
法
で
宣
伝
を
行
な
っ
て
車
重
す
の
で
、
こ
の
宣
伝
に
惑
わ
さ
れ
る

こ
と
で
＼
　
あ
く
ま
で
も
土
襲
、
作
物
を
中
心
に
慶
ぶ
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な

り

ま

せ

ん

C

肥
料
に
は
、
各
容
器
こ
と
に
保
証
崇
が
添
付
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
侠
証
票
に

は
作
物
に
有
効
な
含
有
成
分
量
が
パ
ー
セ
ン
ト
で
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
肥
料
を

慶
ぶ
接
合
は
保
証
柴
を
中
心
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

現
在
の
肥
料
購
入
状
況
を
み
ま
す
と
、
い
よ
い
よ
施
肥
時
期
が
追
っ
て
蝿
入

さ
れ
て
い
る
の
で
、
選
択
す
る
蝦
が
な
く
慣
行
に
よ
っ
て
肥
料
を
船
人
さ
れ
て

い
る
万
が
多
い
よ
う
て
す
。

昨
年
県
内
ほ
出
廻
っ
た
配
合
成
分
の
種
類
は
、
昆
陽
で
配
合
さ
れ
た
も
の
を

除
い
て
も
ー
二
〇
親
類
に
も
及
ん
で
い
ず
ニ
ッ
C
し
か
も
、
そ
の
説
合
成
分
の
内

容
は
多
様
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
離
人
に
当
つ
て
は
今
か
ら
充
分
検
討
し
、

選
ん
で
お
く
必
要
か
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
最
近
で
は
消
発
雷
の
婁
求
で
、
除
草
剤
を
配
合
し
た
肥
料
の
塑
造
が

計
画
さ
れ
て
い
ま
す
し
政
府
も
こ
の
肥
料
の
硝
魂
は
よ
っ
て
、
次
期
臨
時
国
会

に
肥
料
取
締
法
の
改
正
案
を
出
す
箪
鶴
を
し
て
小
言
二
㌔
こ
の
改
正
菜
が
通
過

す
れ
ば
、
殻
も
早
く
、
土
装
甲
に
昆
虫
類
を
駆
除
す
る
た
め
の
ア
ル
ド
リ
ン
、

へ
ブ
タ
ク
ロ
ー
ル
梨
の
嬢
薬
を
ま
せ
た
肥
料
や
、
操
草
創
の
P
C
P
を
ま
せ
た

肥
料
が
出
廻
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
肥
料
を
鵬
入
す
る
場
合
は
肥
料
効
果
と
殺
中
効
果
を
目
的
と
す
る

か
、
ま
た
は
肥
料
効
果
と
除
草
効
果
を
狙
う
か
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
土
媛
条
件
に

よ
っ
て
違
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
を
充
分
に
検
討
し
て
購
入
さ
れ
る
よ
う
に
し

て
下
さ
い
C
と
く
に
こ
の
軽
の
肥
料
は
毒
性
が
拙
い
の
で
、
そ
の
取
り
扱
い
に

は
充
分
注
惑
し
て
下
さ
い
。

（
農
政
部
校
務
諌
）



欧
　
米
　
の
　
旅
∴
一
割

竹

　

森

　

啓

　

裕

古
い
香
り
の
高
い
芸
術
の
都
ロ
ー
マ
の
観
光
を
済
し
て
ス
イ
ス
の
医
療
施
設

を
見
学
し
た
蒔
、
白
鳥
の
浮
ぶ
レ
マ
ン
潮
蝉
の
街
角
で
、
私
は
総
菜
番
を
屋
外

の
回
転
台
か
ら
選
び
、
店
内
に
入
っ
て
代
金
を
支
払
っ
た
J
∴
そ
の
近
く
の
街
路

樹
Q
蔭
に
は
、
人
無
し
商
　
（
）
？
き
た
）
　
い
の
新
聞
紙
台
か
ら
、
道
行
く
人
が
薪

適
を
手
に
し
て
傍
の
銭
入
籍
に
代
金
を
殺
人
し
て
い
た
。

日
本
で
も
昔
か
ら
今
も
四
国
八
十
八
ヶ
所
の
遍
路
道
な
ど
人
無
茜
が
あ
り
、

鞋
と
か
粟
）
だ
並
べ
て
鋼
ら
に
銭
人
の
竹
筒
が
さ
け
て
あ
る
の
と
同
じ
や
り
方
で

あ
る
。
旅
人
を
信
じ
た
れ
は
こ
そ
と
思
－
わ
れ
る
。

ス
イ
ス
は
約
百
五
十
年
覇
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
昭
の
・
対
立
を
や
わ
ら
げ
る
永

世
中
立
国
の
役
目
を
菜
し
て
い
る
。
そ
の
∴
国
土
は
圏
薗
一
千
平
方
キ
ロ
、
人
口

五
百
八
十
能
、
両
横
は
義
が
曲
の
九
州
位
で
人
口
は
そ
の
半
分
ほ
も
遼
し
な
い
。

婦
人
参
政
瀧
は
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
市
民
に
昨
年
来
的
与
さ
れ
て
い
る
が
、
全
国

的
に
は
普
及
し
て
い
な
い
。
し
か
し
平
和
と
安
全
と
い
う
自
衛
の
為
め
に
徴
兵

制
度
は
布
れ
て
、
適
齢
蔀
の
男
子
は
短
期
間
兵
営
で
訓
藤
を
受
け
る
。
清
期
除

隊
の
時
に
は
歩
兵
は
銃
と
弾
丸
、
篤
兵
は
馬
一
頭
、
ジ
ー
プ
兵
は
ジ
ー
プ
を
レ

ン
ト
ゲ
ン
科
の
電
医
は
そ
の
素
株
一
台
を
辣
え
て
碗
灘
、
平
素
各
叢
術
を
謙
廃

し
て
有
言
に
諦
え
る
と
い
う
一
石
二
鳥
の
橋
で
あ
る
。

霞
民
は
勤
勉
で
長
生
は
安
達
し
て
い
る
の
で
窃
盗
は
殆
ん
ど
無
い
。
他
の
犯

非
も
少
い
。
「
衣
食
足
っ
て
礼
節
を
知
る
」
　
と
い
う
乎
和
魂
で
あ
る
。
駆
っ
て

刑
務
所
は
囚
人
の
高
二
な
い
こ
と
す
ら
め
る
。
そ
う
い
う
時
に
は
刑
務
所
に
ス
イ

ス
の
国
嬢
が
指
が
る
。
第
二
次
幽
界
大
戦
後
に
も
そ
う
し
た
意
味
の
国
族
が
一

度
揚
っ
た
と
い
う
、
ま
こ
と
に
微
笑
ま
し
い
話
も
聞
い
た
。

「
平
和
と
か
福
祉
国
家
と
か
は
、
た
だ
自
然
の
美
と
か
外
観
の
美
し
さ
だ
け

で
は
な
い
。
冷
、
熱
戦
の
な
い
こ
と
だ
け
で
は
な
い
∪
先
づ
内
的
秩
序
の
確
立

か
ら
で
あ
る
」
　
と
、
聖
者
の
言
で
あ
る
。

日
本
の
都
市
の
シ
ョ
ウ
・
ウ
イ
ン
ド
ー
に
、
深
夜
鎧
戸
が
な
く
て
済
む
時
代

人
無
菌
の
新
聞
台
さ
て
は
、
囚
人
の
い
な
い
刑
務
所
に
日
の
丸
の
蕪
が
廟
蘭
と

す
る
平
和
境
の
到
来
す
る
の
は
、
果
し
て
何
時
の
こ
と
で
あ
↓
う
う
か
・
・
。

白
鳥
の
　
ま
な
こ
光
も
h
ン
平
∴
科
弄
　
る

挨
ひ
る
が
：
え
∵
ろ
レ
　
マ
　
ン
　
の
湖
畔

′
○



食
用
油
の
保
存
の
し
か
た

天
ぷ
ら
に
使
っ
た
油
を
そ
の
ま
ま
ナ
べ
に
残
し
て
お
く
と
、
空
気
中
の
酸
素

と
化
合
し
て
酸
硬
と
い
っ
て
黒
つ
は
く
な
り
、
く
さ
り
や
す
く
な
∴
ソ
重
す
。
使

っ

た

あ

と

は

フ

タ

の

あ

る

セ

ト

モ

ノ

な

ど

の

容

器

に

と

っ

て

、

三

、

四

関

わ

を

上
ズ
ミ
だ
け
を
ビ
ン
に
保
存
し
ま
し
よ
う
．
ビ
ン
が
透
明
だ
と
紫
外
憩
を
適
し

酸
硬
を
き
た
し
ま
す
の
で
、
色
の
つ
い
た
例
え
は
ビ
ー
ル
ビ
ン
な
ど
に
入
れ
て

暗
い
構
い
場
所
に
し
ま
っ
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
悪
く
な
っ
た
渦
で
あ
げ

た
天
ぷ
ら
は
復
楢
や
下
菊
の
原
因
と
な
り
室
す
の
で
注
意
し
ま
し
よ
う
。

郡
赤
ち
ゃ
ん
大
会
予
選
会
に
つ

毎
月
第
三
月
騒
日
に
実
施
し
て
い
る
乳
児
検
診
を
か
ね
都
赤
ち
ゃ
ん
大
会
の

予
選
を
い
た
し
ま
す
の
で
骸
当
児
は
会
員
参
加
し
て
下
さ
い
。

龍

一
、
該
当
児
　
昭
和
三
十
五
年
八
月
　
　
一
日
士
ご
り

昭
和
三
十
六
年
七
月
三
十
一
日
ま
で
に
生
れ
た
乳
児

一
、
農
出
題
準

工
∴
発
育
鍾
廉
と
も
に
俊
秀
と
認
め
ら
れ
る
も
の

2
．
育
児
の
う
え
で
大
き
な
熟
憩
と
努
力
を
も
っ
て
保
育
し
た
こ
と
が
認
め

ら
れ
る
保
護
者

「
、
日
　
時
　
　
九
月
十
八
日
午
后
一
時
～
三
時

一
、
場
　
所
　
　
村
公
民
館
別
館

尚
今
ま
で
午
前
中
に
実
施
し
て
い
た
乳
児
相
談
を
九
月
よ
り
毎
月
第
三
月
曜
日

午
后
一
時
よ
り
三
時
迄
に
変
更
し
ま
す
。

第
四
回
分
館
対
抗
野
球
大
会
の
成
績

八
月
二
十
七
日
九
月
三
日
の
両
日
に
わ
た
る
本
大
会
の
成
績
次
の
滴
「
り

擾
∴
勝
∴
∴
別
府

準
　
〃
　
　
鬼
津
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メ

ノ　代一登男惑電位、篠
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雷　　一　　　詩‾誇

〝　年　で　般　〟　ノ′　年搬牢

・
…
‥
お
　
断
　
り
で
‥
…
・

相
識
お
ん
が
八
月
一
日
発
行
第
三
二
号
一
〇
頁
の
面
で
次
の
、
通
り
誤
り
が
遣

り
ま
し
た
。

記

特
別
寄
附
金
の

遠
賀
川改

築
葡
芳
墟
氏
を
安
露
贋
造
氏
に

喪
主
宏
語
∵
ミ
ツ
ル
腰
を
安
鴨
賢
司
接
に

謹
ん
で
訂
正
い
た
し
ま
す
。

お
　
知
　
ら

増
補

改
訂

通
貨
秘
話

「
聾
を
知
っ
て
今
を
知
る
」
と
い
う
二
宮
薬
が
め
り
「
ま
す
。
旧
遠
費
郡
の
全

貌
を
郡
蕊
の
上
巻
で
、
睨
在
の
迷
蛮
郡
と
．
満
治
三
両
の
全
貌
を
下
巻
で
知

っ
て
頂
き
た
い
、
薬
膳
ら
し
い
都
議
が
出
米
ま
し
た
・
し
上
巻
を
配
本
中
で

す
。
下
巻
は
九
月
下
旬
配
本
し
ま
す
、
〕
　
上
、
下
二
巻
、
二
、
四
〇
〇
円
の

限
定
版
、
御
兼
裳
の
方
は
村
公
民
館
で
取
次
販
売
を
し
て
い
ま
す
の
で
早

目
に
巌
入
下
さ
い
。

走砲剣柏卓

五
〇
〇
米
）

五
〇
〇
米
）

高
∴
塊
）

丸
　
投
）道）撲）

）
球）

〝　　）



ィ
璃
圧
評
語
諾
〓
レ

来
る
十
月
十
五
日
午
后
一
時
よ
り
闘
鰻
さ
れ
る
本
大
会
選
手
選
出
は
次
の
通

り

と

い

た

し

ゼ

ナ

〇

一

チ

ー

ム

　

九

名

　

（

一

分

鮨

一

チ

ー

ム

と

す

る

）

小
学
侯
各
、
手
車
一
筆
宛
∴
六
名

中
学
較
　
〝
　
　
二
年
宛
　
三
高

計
　
　
　
　
九
客

但
し
万
一
該
当
学
年
に
十
逗
手
の
い
弄
∵
い
銑
合
は
典
の
学
年
の
下
の
学
年
の
児

護
を
こ
れ
に
∴
当
て
る
し


